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 業績予想並びに配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績動向などを踏まえ本日開催の当社取締役会において、平成 20 年 2 月 12 日の決算発

表時に公表しました平成 20 年 12 月期の中間期（平成 20 年 1 月 1 日～平成 20 年 6 月 30 日）及び

通期（平成 20 年 1 月 1 日～平成 20 年 12 月 31 日）の業績予想並びに配当予想を下記のとおり修

正することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 
 

１．平成 20 年 12 月期 中間期業績予想数値の修正（平成 20 年 1 月１日～平成 20 年 6 月 30 日） 

  （１）連結 
（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
1 株当たり 
中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 5,500 190 140 40 
円 銭
2 24 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 5,150 100 60 △ 30 △ 1 68 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 350 △ 90 △ 80 △ 70 － 

増    減    率（％） △ 6.4 △ 47.4 △ 57.1 － － 

（ ご 参 考 ） 前 年 中 間 実 績 
（平成 19 年 12 月 中間期） 

5,462 170 179 58 3 26 

 

（２）個別 
（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
1 株当たり 
中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 4,000 50 10 0 
円 銭
0 00

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 3,725 17 △ 16 △ 5 △ 0 28 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 275 △ 33 △ 26 △ 5 － 

増    減    率（％） △6.9 △66.0 － － － 

（ ご 参 考 ） 前 年 中 間 実 績 
（平成 19 年 12 月 中間期） 

4,043 16 0 △ 16 △ 0 94 

 
 
 
 
 



 

２．平成 20 年 12 月期 通期業績予想数値の修正（平成 20 年 1 月１日～平成 20 年 12 月 31 日） 

（１）連結 
（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 11,400 550 450 180 
円 銭

10 10

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 10,900 350 250 30 1 68 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 500 △ 200 △ 200 △ 150 － 

増    減    率（％） △4.4 △36.4 △44.4 △83.3 － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 1 9 年 1 2 月 期 ） 

10,953 307 247 0 0 01 

   

（２）個別 
（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 8,400 300 200 80 
円 銭
4 49

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 7,800 130 50 10 0 56 

増   減   額（Ｂ－Ａ） △ 600 △ 170 △ 150 △ 70 － 

増    減    率（％） △7.1 △56.7 △75.0 △87.5 － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 1 9 年 1 2 月 期 ） 

8,117 87 16 △ 59 △ 3 34 

   

３．業績予想修正の理由 

    連結の業績につきましては、主力の建築関連事業においては建築確認審査の厳格化の影響

も緩和され、建築市場の需要も回復傾向をたどると予想しておりましたが、住宅、非住宅分

野とも前年同期に比べ約１割減少で推移したことに加え、他社との価格競争の激化などによ

り当該事業の売上高は減少する見込みであります。一方、自動車・家電等部品関連事業につ

きましては、ほぼ予定どおり推移する見通しでありますが、全体の連結売上高は前回の予想

数値を下回る見込みであります。 

    利益面につきましても、売上高の減少に加え、原材料をはじめとする諸資材の価格高騰に

よる大幅な原価上昇の影響もあり、今後とも販管費等の削減及び製品価格への転嫁等に努め

る予定でありますが、減益要因を補いきれず、利益は前回予想を大きく下回る見込みであり

ます。 

    また、個別の業績予想につきましても、建材関連事業を主力としており、連結と同様の理

由により業績予想を変更しております。 
 

 

 



４．配当予想の修正について 
 

（１）平成 20 年 12 月期 配当予想の修正        

 中 間 期 期   末 年   間 

前回予想（平成 20 年 2 月 12 日） －円 －銭 ４円００銭 ４円００銭 

今 回 修 正 予 想 －円 －銭 ２円００銭 ２円００銭 

（ご参考） 

前期の１株当たり配当金実績 
２円００銭 ２円００銭 ４円００銭 

 

（２）修正の理由 

    当社は株主の皆様への安定的かつ継続的な利益還元を重要施策のひとつとして考えてお

り、期初には前期同様の年間配当額４円を予定しておりました。 

しかしながら、業績予想修正に記載しましたとおり前回予想より利益が減少する見込みで

あるため、誠に遺憾ではございますが、上記のとおり配当予想額を２円減額させていただく

予定となりました。 

    これからも、より一層の経営効率化を図り業績の向上に努めてまいりますので、株主の皆

様には今後ともご支援賜りますようお願い申しあげます。 

 

 

＊上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 
以  上 

 

 


